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「
ケ
ー
タ
イ

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ツ
ト
利
用
に
つ
い
て
」

瑞
浪
市
青
少
年
育
成
推
進
員
長

後
　
藤
　
　
東

携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ツ
ト
及
び
ウ

エ
ブ
等

を
使
用
し
た
際
に
起
こ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
問
題
に
な

っ
て
い
ま
す
。
教
育
委
員
会
に
よ
る

「
み
ず
な
み

教
育
プ
ラ
ン
」
（
２６
年
度
～
）
に
は
、
「
Ｐ
丁
Ａ

・

子
ど
も
会

・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
な
ど
の
子
育
て
団

体
や
、
市
及
び
地
区
の
青
少
年
育
成
町
民
会
議
に

お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
課
題
に
つ
い
て
の
学
習
を

重
ね
る
と
と
も
に
、
対
応
に
つ
い
て
の
方
針
や
具

体
的
な
取
組
活
動
に
つ
い
て
連
携
を
密
に
し
て
協

議
し
て
い
＜
」
こ
と
が
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。

市
の
Ｐ
丁
∧
連
合
会
で
は
早
速
講
演
会
を
開

き
、
こ
の
内
容
に
つ
い
て
熱
心
に
懇
談
さ
れ
、
今

後
の
取
組
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
で
は
、
こ
う
し
た
各

種
団
体
と
の
連
携
を
進
め
た
り
、
取
組
み
を
支
援

し
な
が
ら
、
今
年

一
年
、
大
き
な
動
き
を
つ
＜
り

出
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様

の
ご
理
解

・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
＜
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
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真
夏
の
「落
書
き
消
し
ち
ゃ
い
隊
」太
活
曜

７
月
１７
日
、
環
境
改
善
部
会
、
瑞
浪
高
校
Ｍ
Ｓ

リ
ー
ダ
ー
ズ
、
明
世
地
区
区
長
会
の
皆
さ
ん
が
中

心
と
な
っ
て
、
国
道
１９
号
線

薬
師
町
の
高
架
下
の

落
書
き
消
し
、
周
辺
の
ご
み
拾
い
や
草
取
り
な
ど

の
奉
仕
活
動
を
し
ま
し
た
。
炎
天
下
、
熱
中
症
に

気
を
付
け
な
が
ら
、
総
勢
６。
名
の
参
加
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
∩
広
報
み
ず
な
み
％

号
」
に
も
紹
介
ν

街頭啓発活動夏季特RIJ街頭指導

魃茫已刈鼈袂鼈舅鶉秒瘍隧蝋儡魏覺憮 ≪蛯F盪餞了

瑞
浪
地
区
は
、
２９
区
と
い
う
多
＜
の
自
治
区
数
を
抱

え
、
人
□
比
率
に
お
い
て
も
市
全
体
の
３
割
強
を
有
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
残
意
な
が
ら
こ
れ
ま
で
町
民
会

議
が
開
催
さ
れ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
度
、
各
区
推
薦
の
青
少
年
育
成
委
員
さ
ん
、
そ

し
て
学
校
代
表
と
し
て
瑞
浪
小

・
中
学
校
教
頭
先
生
、

保
護
者
代
表
と
し
て
Ｐ
丁
∧
役
員
さ
ん
方
に
ご
参
加
頂

き
、
「
家
庭
」
・
「
学
校
」
・
「
地
域
」
三
つ
の
つ
な
が
り

を
基
礎
と
す
る
、
健
や
か
な
青
少
年
育
成
の
た
め
の
″連

絡
協
議
会
″
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
「
学
校
と
地
城
」
そ
し
て

「
家
庭
と
地
域
」
の
架
け

橋
に
な
れ
る
よ
う
努
め
、
そ
し
て
瑞
浪
地
区
で
見
か
け

る

す

べ

て

の

子
は
、

自
ら

の
地
域

の
子
と

し
て
み
ん
な

で
温
か

＜
見
守
れ
た
ら
と
思

い
ま
す
。
産
声
を
上

げ

た
ば

か
り

の
組
織

で
す
。
ど
う
か
ご
支

援
賜
わ
り
ま
す
よ
う

心
よ
り
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。
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第 35回瑞浪市主張大会が瑞浪市総合文化センターで開催されまし
た。約 550名 の聴衆の前で、小学生、中学生、高校生、一般の全
18名 の皆さんが、毎日のくらしの中で考えたことや自分の体験をも
とにした想いを発表され、多くの感動を与えました。運営にあたっては、

地 1或活動部会の皆さんのご協力をいただきました。また、司会を市内

3校の高校生の皆さんに、横断幕作成には、瑞浪高校書道部の皆さん
にもご協力をいただきました。ご協力ありがとうございました。

◎
最
優
秀
賞

○
優
秀
賞

（敬
称
略
）

出
場
者
氏
名

◎
高
森
　
　
光

○
勝
股
　
俊
介

○
西
尾
　
琢
磨

○
鍋
谷
　
亜
月

〇
小
倉
　
結
奈

〇
小
木
曽
由
梨

○
河
野
　
太
郎

◎
岡
本
結
芽
花

○
稲
葉
　
隆
仁

〇
小
倉
真
衣
子

○
土
本
菜
皮
美

○
川
畑
　
公
亮

○
大
塚
　
紫
織

○
加
藤
　
一凛
音

◎
細
江
　
　
凛

○
綴
級
み
の
り

○
糸
魚
川
真
由

○
可
知
　
正
己

最優秀・岡本 結芽花さん コミュニケーションの第一歩
瑞陵中学校 3年 岡本結芽花

みなさんは、レス トランやお店に行った時、親子で座っているのに、携帯電話をかまつていて、何もしゃ
べつていない光景を見たことはありませんか。また、小さい子どもを静かにさせるために、携帯電話でゲー
ムをさせたり、映画などを見せたりしている光景を見たことはありませんか。
「人とコミュニケ,シ ョンをとることは大切だ。」そんな事をよく耳にします。私自身コミュニケーショ
ンは大切だと考えています。それは、コミュニケーションをとることで、自分以外の相手の気持ちを考える

力がつくと思うし、相手に自分のことを知ってもらうことができると思うからです。
しかし、最近の世の中をみて思うことがあります。それは、「他人とのコミュニケーション」をとる前に、「親
子でのコミュニケーション」がとられていないのではないかということです。現代の家族の中には、親子で

のコミュニケーションがとれていないからこそ、「子どもの気持ちがよくわからない 。・・」と悩んでいる

家庭が多くあると聞きます。子どもが中学生や、高校生にあがるにつれ、家族で過ごす時FHOは減少、規子で
コミュニケーションをとる機会も少なくなっていきます。私も中学生になり、学校から帰ってきてすぐに塾
へ行かなくてはならないので、親と過ごす時間が減ってきています。
しかし、「たとえ時間がなくても、親子でのコミュニケーションを大切にしていこうJと願い、私の家で
は、家族とコミュニケーションをとるための工夫をしています。例えば、私たちは、冷蔵庫を家族の情報掲

示板として使っています。一週間の出来事や思いを新聞にまとめてはりつけたり、リビングの隅におかし箱

を置き、ポス ト代わりにして、家族同士で手紙を送りあったりしています。私の家庭では、このようなこと

を、小学校 4年生の時からずっと続けています。続けていくことは大変でしたが、家族の書いた新聞や手紙
を読むことによって家族との話題が増え、とても楽しい気持ちになりました。
この新聞や手紙が私たち家族にとつて、コミュニケーションのきっかけ作りになつているのですcこ のよ
うな工夫を重ね、私たちは、親子でのコミュニケーションを増やし、親子で何でも話せるような温かい関係
を創 り上げています。だからこそ、私は、他の家庭でも、親子での交流を増やし、いくつになってもコミュ
ニケーションをとりあえる家族をつくっていつてほしいと思っています。

中学生や高校生になるにつれて親と話をすることが面倒臭くなつてしまうし、そんな子どもをみて、親も

話しづらくなることはよくわかります。 しかし、親了・でコミュニケーションをとらなければ、悩みが増えた
り、お互いの心の状態を知ることが難しくなったりします。

みなさん、親子の間に大きなシャッターを閉じてしまってはいけません。コミュニケーションを増やし、
お互いを信頼しあえる関係を創 りあげていくことcそれこそが、親 了̂の絆を深めていく第 一歩となるのでは
ないでしょうか。

l中鵞轟炉鰺賤巡は食瞑彙貪丼、R霙璧贔鼈たIは八魃笙碧tllu曇瞑矢己 〔毀烈率で与髯う
1 彙兆蟷腋、ほЮ魃箋魃賣不仄拿枡ぬ。
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殷恣醸溶け筆竃骰攀蜃浚狡鳳・・・

瑞浪市の青少年が、生きがいをもち、自立心を養い、自己の確立を目指すことができる

よう、その健全育成を支援してい<ことをねらいとしています。

市議会、各町民会議、自治会、学校、 P tt A、 社会教育委員、体育協会、保護司会、更

生保護女性の会、民生・児童委員会、青年会議所、瑞浪ライオンズクラブ、瑞浪□―タリ

ークラブ、社会福祉協議会、明るい社会づ<り推進協議会、観光協会、子ども会等、多く

の組織のご協力をいただき、地i或―丸となつて活動しています。

会長 水野 光二 (I詰浪市長)

市
推
進
員

後
藤
　
　
東

大
ス
保
京
子

松
浦
　
大
哲

田
中
　
　
茂

厚
見
八
千
代

安
田
善

一
朗

重
田
　
博
之

奥
村
　
孝
志

小
栗
　
　
隆

加
藤
　
智

一

県
育
成
指
導
員

後
藤

　

東

本
部
役
員

山
田
　
実
三

矢
野
　
一九
子

近
藤
　
泰
文

勝
　
　
康
弘

平
林
　
道
博

後
藤
　
　
東

安
藤
　
　
〕巖

水
野
　
田
日
代

加
藤
　
博
之

大
島
　
正
弘

三
輸
　
武
彦

加
藤
　
知
星

安
田
善

一
朗

伊
藤
　
正
博

北
原
　
譲
介

環境改善部会員

◎加藤 智一
〇後藤  東
羽柴  誠
伏見 正康
三宅 滋郎
野上 利行
成瀬 寛昭
日比野康治

中西  健
鈴木 和博
横山 知明
高橋 佑太
伊藤 良子
富岡 良宏
小木曽文和

丼上 永―
小栗 育子
伊藤 勝介
梶田 静子
安藤 雅載
重田 博之

家庭教育部会員

◎大島 正弘
〇小栗  隆
日比野宏彦

小栗 節子
安藤 良一
岡本 裕樹
安江  明
稲垣登代子

渡邊 和子
徳重 寿明
工藤 慎子
加藤 幸彦
後藤 康子
西尾  琴
中村 雪枝
西尾 清乃
酒丼 佳代
森川 正枝
松浦 大哲
田中  茂

地1或活動部会員

◎三輪 武彦
○大ス保京子

山田 幸男
稲葉 隆宣
萩尾 英明
今丼 浩光
馬場 大輔
愛矢□ 孝夫
加納 常男
中野 啓―
鍋谷 志郎
小木曽久榮

各務 和子
渡辺 千景
橋本 佳幸
有賀 政光
加藤  博
加藤 勝美
安藤  功
工藤 仁土
奥村 孝志

広報部会員

◎安田善一朗

○柴田 1曽三

中山 征治
加藤 健二
北原 譲介
加藤 和子
辻  正之
伊藤 博司
福田 道大
小栗 吉彦
近藤 浩二
西尾 公男
柴田 汚宏
加藤 正夫
伊藤加代子

中島  悟
樋□ 雅也
酒丼 康宏
三浦彰治郎

厚見ノヽ干代

(敬称略)

注 :◎部会長
○副部会長

【編集後記】  広幸賠『会長安田善―朗
・青少年育成市民会議の皆さんには、各
部会の活動に加えて、夏季特別街頭指

導にご奉仕賜り、感謝申しあげます。
・各地区の青少年町民会議の活動も熱心
に行われています。今後この紙面にて

紹介させていただく予定ですのでご

期待<ださい。

☆今後の主|な年間行事予定

||イ 1滝1串ち    街頭啓発活動
■11■月22日 (上 ) 高校生と語る会

第 2回四部会

第2回青少年育成市民会議

活動指定地区、団体活動発表

2月  6日 (金)
2月 15日 (日 )
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